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はじめに

昨年の展示では「縄文土器 1 万年」を企画し 、 町内出土の縄文土器を

網羅的に取り上げ、いかにこの地に豊かな縄文文化が開花したことを示し

た。今年は一転、 土器は土器でも文様がほとんどない古代(古墳時代から

平安時代)の器を取り 上げ、一見のっぺらぼうの様な器にも 、 様々 な形や

色彩があることを示して 、 そこに人々の様々な思いがあっただろうことを

考えてみたい。

横芝光田T は、外洋に接していることによる 温暖な環境のもとで縄文文化

が発展したが、その後に統〈弥生文化は早〈入ったにもかかわらずあまり

繁栄しなかったようで 、 遺跡の数は少ない。しかし 、 古墳時代中期になる

と急速に人口が増え 、 殿塚 ・ 姫塚に見るような古墳文化が栄えた。この古

墳文化は 富の集中による貧富の拡大、 豪族の 出現に見る権力の生成、 それ

が伸張することによってやがて国家が形作られる時代であった。その中で

人々が日常使う土器は 、 わずか数百年前まで使っていた文様を付けた縄文

土器とは異なり 、 表面がのっぺらぼうになってしまった。なぜ、 l 万年も

の長い間付けていた縄文を 、 人々はいとも簡単にかなぐり捨ててしまった

のだろうか。これには土器が実用本意になったとか、合理的になったとか、

様々な説が提示されているが、 未だに定説は無い。

しかし 、 古代の器をもう一度よく見てみよう。器の形は用途に応じてそ

れぞれ様々に形作られ、色も用途に従って彩色し たり、 機能的、 感性的に

付け加えたり、あるいは素材を選んでいたと思われる。特に色彩について

は文様造形が無くなった分、 より多彩になって 、 赤や黒だけでなく、白 、

青、 緑 と 増え、これがやがて中近世陶磁器へと受け継がれて行った。

これまで古代の土器の研究は、主に形(型)と製作技法とから進んでき

た。こ こでは少し視点を変えて、 機能的な形 (機能美)と色彩とから古代

の器を考えてみたい。
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l. 古代焼き物の器の形
古代になると土器は 、 用途に応じて査や褒 ・ 杯など、 定型化されたものが継続し
て造られるようになり 、 その始まりは弥生時代から平安時代まで約千年ほど続き、
それは日本に水田耕作による米作 1) が導入され、 定着するまでのあいだであった。
そしてこれは中世における陶磁器に取って代わる過程を踏みながらも、今日もその

用途と形態は基本的にはほとんど変わっていない。ここにまず主なものをあげてみ
よう。
① 壷形の器
壷は 、 ロがつぽまり 、 胴が袋状

に膨らんだ形で 、 液体や粉状のも
のを入れ、持ち運びが可能で、貯
蔵形態と言うものである。この形
の派生として、靖、 続、 "&まなどが
あり、今ではベットボトルが憶を

手'1 かせている

古墳時代中期の壷形土器

(寺方遺跡器高32 .7cm)

③ 詠 ・ 説 . 込 . 童形の器
珂くは、茶碗のような皿のような

形で 、 食べ物を盛ったり、汁物を
入れた供献形態と言うものである。
坪にはほかに脚の付いた高(杯)杯、
ロの立ち上がりが低い盤、立ちょ

がリが無い皿などがある。

週三ゴ

古墳時代 由:I!II O

(鍛冶屋台遺跡径14.6cm)

② 塗形の器
警はロが大き〈広がり 、 胴は袋状

に膨らんだ形で、 液体状のものを入
れて煮炊きをする煮沸形態というも
のである。これの派生形としては甑
が有 1) 、 今は鍋や炊飯器に取って代

わっている。

一ー守有寸有守す謂ち菅τ土器
(寺方遺跡器高 18.7cm)

④ 鉢形の器
鉢は時期によってあったり無か
ったりで安定しないが、 これは葱
と杯との中間的な形であるからだ
ろう。平安時代になると斐を代用
したり 、 J主主ロが付〈片ロ鉢が 出
て 、 中世の裡鉢へと統〈。

E3  
古墳時代中期の鉢形土器

(鍛冶屋台遺跡径14.5cm)
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① 査形の器
横芝光æT では 、 弥生時代前期の壷が出土している。これは東海地方(名古屋周辺)
からもたらされたもので 、 千葉県内でも最も古い時期に属し 、 関東全体で見ても古
い方である。弥生後期の壷も出土しているが、 この時期のものは少な L 、。
古墳時代になると各地に遺跡が現われ、 出土数が増え 、 形、 大きさにも多様性が
出てくるだけでなく 、 他地域からの搬入か影響を受けたと思われるものもある。大
きい査では径30cm を超えるものから 、 小さいものは径lOcm lこ満たない小さい壷
士甘があり 、 これを載せる器台が付〈。土師器の査は古墳時代後期になると斐のよう
になリ 、 これに収飲されて行ったと思われる。

弥生時代前期尾張製の壷
(水神平式、 宮/前進F弗)

古墳時代中期の壷(神山谷遺跡)

弥生時代後期の壷
(鍛冶屋台遺跡)

古墳時代中期の壷(鍛冶屋台遺跡)



変わった形の査では 、 小査のほかに増と呼ばれるものがある。これには器台が
あって 、 これに載せて使われたと思われ、 お供え等に使われる特別な意識を持っ
て作られたものであろう。下右の古墳時代前期の査は、ロの部分が屈曲して垂直
に立ち上がる様な形で 、 関東ではあまり見られるような形態ではなく 、 その類例
は北陸地方に見られる。

晶君!為弘期21伽)

古墳時代中期の壷
(神山谷遺跡高 15.0cm)

古墳時代中期の士甘と器台
(神山谷遺跡)

aff常識期主摂 5cm)

古墳時代中期の壷(鍛冶屋台遺跡)

古墳時代前期の壷(神山谷遺跡高26.0cm) 古墳時代後期の壷(神山谷遺跡 高40.0cm)
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須恵器小壷(神山谷遺跡 高4.7cm)

須恵器lj!(城山遺跡 高 1 1.3cm)

須恵器平瓶{主-&-:Lす遺前

須恵器長頚瓶(小川台古墳群 高23 .0cm)

須恵器三足壷(芝崎中島遺跡)
赤焼須恵器短頚壷(東長山ff遺跡)
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② 髪形の器
弥生時代の蜜には 、 南関東系と北関東系の 2 種類の土器があって 、 その大きな

違いは文様の有無である。これは弥生文化の東方への伝播が、 東海地域を伝って
きたものと 、 山の中(中山道 ・ 東山道)を通ってきたものの遣いが影響している。
それが古墳時代になると違いはなくなり、形が一様になって、 古墳時代中期まで
ほとんど変わらなし、。ただし、古墳時代前期の斐には 、 器表面には昂IJ 毛目という
整形痕があるが、中期になると箆削 1) 整形に変わる。

議官官ちももの甘ん23

古墳時代前期の蜜(神山谷遺跡 高 26.5cm)

弥生時代後期の北関守仁子
(神山谷士量動、

古墳時代中期の蜜(寺方遺跡 高 15 .3cm)
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護は古墳時代後期になると 、 査との収童文もあって多少形に変化が見られ、 長胴
形や九月同形、 鉢形に近いものなどいろいろな形が出て来る。また 、 この頃になる
と須恵器での斐の生産が始ま 1) 、 水蜜に佼ったと思われる大賓が多くなる。

古墳時代後期の蜜
(振子上遺跡 高 20.3cm)

古主貴時代後期の費(神山谷遺跡 高 29. 1 cm)

奈良時代の蜜(宮/前遺跡 高 16.0cm)

古墳時代後期の斐(長倉宮脇遺跡 高 1 8.8cm)
平安時代前期の賓(芝崎遺跡 高26.0cm)
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3 常総型土師器の斐(芝崎遺跡 高 32.5cm)

2 T総型土師器の蜜(芝崎遺跡)

4 武蔵型土師器の斐(神山谷遺跡) 5 赤焼須恵器の費(城山遺跡)
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子415JJ 患542措
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古墳時代後期の甑(神山谷遺跡 高 20.5cm)

奈良時代の甑(宮ノ前遺跡 高26. 1 cm)

平安時代土師器の甑(芝崎遺跡 高 16.5cm)

平安時代須恵器の甑(宮/前遺跡 高 30.5cm)
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平安時代の警の中には台付きがあったり、奈良時代の器の中に外見は甑のよ
うであるが、 底がある変な形の斐がある。甑にも底の孔が須恵器では通常4分
害IJ で 、 土師器では丸抜けが多いが、 中には 5分割底もある。

台付き褒

外形は甑であるが、号2詩的器

5分割孔の甑底(芝崎遺跡)



③ 杯 ・ 碗 ・ 皿 ・ 蓋
坪は茶碗のような形であるが、 弥生時代から古墳時代前期は高坪(杯)の方が多
かった。この高杯は奈良時代まであり 、 奈良時代以降はこれに変わって高台付の
杯が出現する。高台付は当初須芝、器から始まったが、 土師器にも伝わり 、 やがて
皿や碗にも付けられ、 今日のこれらの器には当たり前のようにある。

古墳時代前期の高杯
(神山谷遺跡高 1 2.1 径 1 6.0cm) 古墳時代中期の高杯

(神山谷遺跡 高 14.0 径 17.9cm)

古墳時代後期の高杯
(瓜ヶ作遺跡 高20.2 径23.2cm)

奈良時代の高杯(芝崎遺跡 径 13.0cm)

11 
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古墳時代中期以降は脚の無い杯が主流となり 、 古墳時代後期以後は大量に作ら
れ、 その形は次第に変化して行〈。奈良時代後半になると土師器の杯も須恵器の
ように鞍確で成形して作るようになり 、 平安時代には糠轍成形杯が主流となる。

古墳時代中期の杯(存山谷遺跡 径 15.0cm) 古墳時代中期の杯(鍛冶屋台遺跡 径 1 5.0cm)

古墳時代後期の杯(鍛冶屋台遺跡 径 15.5cm)
古墳時代後期の杯(瓜ヶ作遺跡 径 14.0cm)

奈良時代前期の杯(芝崎遺跡) 奈良時代後期の杯(芝崎遺跡)

平安時代前期の坪(神山谷遺跡、 径 1 2 .3cm) 平安時代前期の杯(芝崎遺跡 径16.0cm)

平安時代中期の坪(神山谷遺跡 径 1 3.5cm) 平安時代後期の碗(中島遺跡 径 1 7. 7cm)



れ
代
が

ら
時
ど

げ
良
ん

上
奉
小
と

り
ほ
取
る
は

が
れ
で

蓋
ら
皿

て
作
、

し
も
れ

と
で
が

器
器
継

属
師
け

付
土
受

の
ぐ
も

ら
す
に

れ
、
器

そ
し
師

に
現
土

ら
出
が

き
で
れ

、四
六
世
こ

皿
由
心
、

と
須
き

盤
て
付

は
つ
が

て
入
台

し
に
高

と
代
は

態
時
に
。

形
良
盤
る

生
奈

・

な

派
は
杯
に

の
盤
器
付

杯
。
患
台

る
須
高

古墳時代後期の須恵器蓋
(神山谷遺跡径9.8cm)

古墳時代後期の須恵器杯
(寺寸遺跡径 1 2.4cm)

奈良時代後期の高台付珂:
(芝崎遺跡

平安時代前期の蓋(芝崎遺跡)

平安時代中期の皿(芝山骨遺跡)

奈良時代の須恵器蓋 ・ 杯(神山谷遺跡、)

奈良時代前期の盤(芝崎遺跡 径2 1.2cm)

平安時代前期の皿(芝崎遺跡 径14.8cm)

, 

平安時代中期の灰粕陶器皿(神山谷遺跡)

平安時代中期の蓋か皿(芝崎遺跡)
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④ 鉢形の器
鉢は 、 杯よ1) 深〈、蜜より浅く 、 全体的に小振りであるが、 平安時代にな
ると用途に応じて様々な形が作られる。特に僧の托鉢用の鉄鉢やJ主ぎロの付
いた片ロ鉢などが出て来る。また、中には須恵器の破片や破損したものを、
担鉢に再利用したと思われる器があり、これが中世に担鉢となったと考えら
れる。

古墳時代後期の鉢
古墳時代後期の台付き鉢
(鍛冶屋対遺跡 高 14.5cm)

(宮脇遺跡高9.5cm )

平安時代の鉢
(神山谷遺跡高7.5cm)

平安時7てあ荻蚕(芝碕蓬扇;)

須恵器破片を使った控鉢
(芝崎遺跡)

平安時代の片ロ鉢
(芝崎遺跡)

平安時代の鉄鉢(神山谷遺跡)

破損須恵器を再利用した提鉢
(城山遺跡)



2 . 古代焼き物の器の色

① 赤い器
赤い土器は縄文時代からあった。すでに縄文時代前期に赤漆を土器に塗リ、

赤くしたり 、 これで文様を描いたけして装飾を現わした。弥生時代に入って 、
いよいよ全体に赤彩したけ、図案化して文様を描いた土器が多くなった。古
墳時代になると土器に赤彩することは続くが、文様を描くことはほとんど無
くなった。土器を赤彩することは平安時代まで僅かながら継続するが、 それ
は装飾というより、特車'iな意味を持った道具としての意味づけがあったよう
に思われる。
赤彩顔料としては朱や丹、 ベンガラ(弁柄、 紅殻)などがあり 、 最も手に入
りやすいのがベンガラである。ベンガラは酸化第二鉄を主成分とし、この地
域でも砂層中の褐鉄鉱を焼成し、粉末にしてとり出す事ができる。

古域時代中期の赤彩珂;C鍛冶屋台遺跡)

古墳時代前期の赤彩壷(神山谷遺跡)

15 
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古墳時代中期の赤彩査と杯 ・ 鉢ぽT古屋台遺跡)

古士貴時代後期の赤彩壷と杯 ・ 鉢 (鍛冶屋台遺跡)

採取してきた褐鉄鉱

赤彩鉢の内面

べンガラの製造法

焼いた褐鉄鉱
これを粉砕、粉に

して 精製すると
べンガラができる。



古墳時代後期杯の内面赤彩
(鍛冶屋台遺跡)

古墳時代後期杯の外面赤彩
(鍛冶屋台遺跡)

古墳時代後期の赤彩坪(宮脇遺跡)

古墳時代後期の赤彩高杯(鍛冶屋台遺跡)

17 



奈良時代の赤彩盤(芝崎遺跡)

奈良時代末から平安時代初期の赤彩坪(芝崎遺跡)

平安時代初期の赤彩杯(鍛冶屋台遺跡)

18 

(神山谷遺跡)

(芝崎遺跡)

赤土と白土を混ぜて縞状
の胎土にした縞胎土器



須恵器の警の中に 、 表面が赤褐色 (小豆色)をしたものがあり 、 裏面を見ると
塗1)分け痕が見られるところから 、 焼成時の自然ではなく人為的に塗ったもので

あることが分かる。これは鉄分の多い粕薬を使った所謂鬼板粕と思われ、 中世の
搭鉢に施されたものと同様であろう。すでに平安時代の東海系、で使われていたと
考えられる。

表 鬼板手由須恵器 (城山遺跡) 裏

表
鬼板手由須患器 (芝崎遺跡) 裏

19 
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② 赤と黒の器
古噴時代後期になると 、 外面は赤彩するが、 内面は黒くした坪が出現する。
土器を黒くする技術も縄文時代に確立され、 弥生 ・ 古墳時代には一時的に廃
れるが、古墳時代後期になるとまた盛んに黒色処理をするようになる、土器
を黒くするのは 、 土器を焼成した熱いうちに 、 黒、 くする箇所に有機物(木葉
・ 藁 ・ 籾殻等)を押し当てることによって、気化したタールが蒸着して黒く
なる。このタールが器の水漏れを防ぐことを狙って 、 考え出された技術であ
ろう。この技術は後の瓦質土器、 消し査に引き継がれる。

古墳時代後期の外赤彩内黒高杯(J!\ ヶ 作遺跡)

古噴時代後期の内黒杯(宮脇遺跡)



③ 黒い器
古墳時代後期の黒色処理した杯の
中に、真黒ではなく焦げ茶色で 、 表
面を良〈磨いて滑らかな一群がある。

手触りの風合が木製品のようで、多
分木器に似せて作ったものと思われ
る。

古墳時代前期の増(神山谷遺跡) 古墳時代後期の内面黒褒(宮脇遺跡)

古墳時代後期の焦げ茶杯(宮ノ前遺跡)

古墳時代後期の焦げ茶杯(瓜ヶ作遺跡)
21 



奈良時代の内面黒色杯(芝崎遺訴)

平安時代の内外面黒色杯(芝崎遺跡ほか)

22 



平安時代中期 (10世紀後半) 頃になると 、 土師器珂:は体部が丸みを有した碗
形に変化する。これはこの頃畿内で摂津北東部の楠葉で碗形の瓦器生産が開始
され、 それが伝播してきたものと思われる。この楠葉瓦器は全体黒色の台付碗
が主で 、 平安から近世にかけて京の公家で伝統的に伎われたという。

平安時代後期の土師器碗(芝崎遺跡ほか)

土師器皿は 、 台付きで綾櫨引きであるが表面を良〈磨き 、 黒くしたものが

多〈 、 ほとんどが精製された作りになっている。

平安時代の土師器皿(芝崎遺跡ほか)

縄文時代から漆塗りの土器があ1) 、 古
代では杯を漆容器に使った例もあるが、
漆を塗った痕跡を有する例は あまりない。
これはタール状のものが付着している事

も考えられるが、 灯之、痕とも異なるので 、
j王目した L 、。

奈良時代の漆塗りと思われる杯
(芝崎遺跡)

23 
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古墳時代中期の壷(寺方古墳群)

古墳時代中期の&; (宮/前遺跡)

古墳時代中期の杯(寺方古墳群)

古墳時代中期の蓋(神山谷遺跡)

平安時代の蓋

平安時代の杯(芝崎遺跡)
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⑤ 緑 色の器
緑色の器 (陶器)には 、 緑粕陶器と灰紬陶器があり 、 奈良時代から平安時代
にかけて園内で焼かれた。彩粕陶器は 中国の青磁や唐三彩の技術が奈良時代に
入 1) 、 はじめ畿内で作られ、 平安時代になって緑粕陶器や灰粕陶器が東d毎地域
で生産され、 全国に広まった。
緑紬陶器は、低火皮で解ける鉛 ・ 銅を主成分とした粕をかけて焼成され、 銅

の発色が鮮やかであるが、 低火度であるため焼き締まりが弱〈 、 灰紬陶器より
軟質である。生産地は主に京都洛北 ・ 洛西窯、 愛知猿投窯で 、 官街 ・ 寺院に供
給された。

灰紬陶器は 、 高温で焼いた須恵器に自然粕がかかって美麗になる事にヒント
を得て 、 藁灰を意識的にかけて焼成したもので 、 緑紬陶器より高温で焼〈為、
焼き締まる。灰紬が僅かに緑色なのは 、 粕に微量の鉄分を含んでいる為である。

生産地は主に愛知の猿投窯から 、 周辺の尾北 ・ ニ川 ・ 東;農などに広がリ 、 やが
て中世瀬戸窯の元となった。

緑粕陶器の碗 (芝崎遺跡)

灰紬陶器の皿(蒋山5造船

メ

灰粕陶器の皿 ・ 蓋 ・ 碗(中島遺跡ほか)

25 



中島遺跡からは緑紬陶器が、 破片ではあるが50点近〈出土した。ほとんどは
碗 ・ 皿であるが、 1 点手付き瓶の把手部分があり、この一群の質 ・ 量は県内で
は 上総国府推定地の一つ稲荷台遺跡に;欠ぐものである。また 、 芝崎遺跡、で は掘
立柱建物跡群の中から碗と瓶破片が出土していて 、 両遺跡の遺構の機能 ・ 立場
を推定するよで 、 重要な参考となろう。

-
f
l
 
‘
.T

4 

(裏)
中島 ・ 芝崎遺跡出土の緑紬陶器

(表)

26 



神山谷遺跡

新台遺跡

平安時代の灰紬陶器の長頚瓶

参考 緑粕陶器の手付き瓶
(東京国立博物館蔵)

27 
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⑥ 白い器
土師{;j.でも比較的色白のものがあって 、 鉄分の少ない土を選ぶか、土を晒して

鉄分を少なくした粘土で作ったのかもしれなし、。また、芝崎遺跡ではほとんど石

灰 (海綿骨芯)からなる層が検出され、奈良から平安時代に採掘して 、 大田土や竃
構築土、 柱の根固めに使った跡が確認され、 白色土器の材料として使った可能性
も考えられる。

奈良時代の白い杯(芝崎遺跡)

土器の主原料粘土

保不吉弘τ苫訴'5



, 
、

、

_r 

奈良時代の白い須恵器包 ・ 杯
(神山谷遺跡)

白い須恵器は 、 手触りが粉っ

ぽく軟質であるところから 、 主
に県内の生産地で作られたと思
われる。

、

1
1
 

奈良 ・ 平安時代の須恵器杯(芝崎遺跡)

平安時代の白い須恵器杯(神山谷遺跡)
29 



灰白色の土器はほとんどが須恵器で、硬く質のいいものは東海の湖西窯が主
な産地としてあげられる。須恵器の中には軟質で密度が低いものがあり 、 この
ような須恵器は関東あるいは千葉県内で称されたものと思われる。しかし 、 色
彩的には白いものが多〈 、 鉄分の少ない土を選んで素材にしたのであろう。

の窯西湖
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奈良時代在地製の須恵器賓(城山遺跡)



3. 器に書かれた文字 ・ 記号
古代の土器には 、 文様が描かれなくなった代わりに 、 線主'1 や墨で絵や文字が

描かれるようになった。縄文土器や弥生土器には時々線安|画が書かれた例はあ
るが、 古代 (古墳時代以降)になると 、 絵だけでなく文字や記号が書かれた土
器が多くなる。町内でも奈良時代以降には、文字や記号が書かれた土器が多〈

出土している。

① 墨書土器
奈良時代から平安時代の主に土師器杯に 、 墨書きの文字が書かれた例が多く
なる。多くは l 字書きで何を意味しているか不明であるが、 中には 2 字書き 、
3 字書さもあり、それらの中には地名(郷名)と思われるもの、人名と芝、われ
るもの、 寺名や神社名と思われるもののほか、 同じ字を連続して書いた練習と
思われるものもある。また 、 文字ではなく記号と思われる墨書もあり 、 それら
が必ずしも同じ目的で書かれたとは思えないところに、墨書の:意味が解けない
謎を含んでいる。

「大国神」
「吉」

「瑳J 「新」 「神」

「干申」

神山谷遺跡出土の墨書土器

31 



「家J

「大家J 「子部」

「千万」 「宏 J r大中」

内「田」

「益」
「又」

r J 

32 
神山谷遺跡出土の墨書土器



「古寺」 「古寺」

「木J I便便便」

「古井戸」

新台遺跡出土の墨書土器

，ノ"

「金」

「井上」

「神井J

「穴太」 「本」

神山谷遺跡出土の墨書土器
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「赤弥回寺」

「泉」

r J 

rOJ 

34 

「井カ」

「又J

「粟」

L到|
「土J

「上」

城山遺跡出土の墨書土器

rOJ 

l 天j



「副中」 「満」 r J 

「 家 」
芝崎遺跡出土の墨書土器
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「畔代」

中

l' 、

r fﾈ'J 

「片野」

「足代」

「回」

中島遺跡出土の墨書土器

「生J
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「子山」

「子山」

「寺門」

「山 j

「図」

中島遺跡出土の墨書土器

「芯加」

宮ノ前遺跡出土の墨書土器

「小)IIJ r億」

「口 部口」

& 

r' 

「中方」

37 
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② 線刻のある土器
土器には箆か鉄釘のような道具で線引きして 、 文字や記号などを書いた土器が
ある。特に町内では芝崎遺跡で様々な記号などを入れた土器が多〈出土していて 、
中には網目状に入れた線刻があり、何らかの占いか呪いに使ったと考えられる。
線主，]の 多く は焼成後に鉄釘状の工具で細い線をヲ] \、ているが、中には焼成前に箆
で書いた文字資料もある。

「山太」

「木祐」焼成前
(神山谷遺跡)

「夫」 roに滑」

線刻のある土器(特記以外芝崎遺跡)



内面線主1 ]

外面対称、に「十」 内面線変1] r叶」

内面対称線宝1] r叶」

外面対称線玄1] r J 

内面対称線変1] r叶」

内面線 $:1] r叶」

線刻のある土器 (芝崎遺跡)
39 
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4 . その他

須育、器姪寺1) 用の硯

① E見

, 

I J 用の石見、 4 片 4妻包

須恵器を利用した石見(転用硯) (芝崎遺跡)

奈良 ・ 平安時代の遺跡からは墨書土器が多〈出土しているが、 円面硯の様な定型
的な硯はほとんど出土しな L 、。その代わり硬い須恵器の破片を利用した転用硯があ

り 、 墨を摺った部分がツルツルになっている。また、世須恵器片の転用硯を 、 猿面
権として珍重された。

格子。刊さ目の土器

② 叩き目
須恵器の斐には表面に整形の為

の板 目 叩き目が通常あるが、 中に
は在地生産須恵器や燥焼須恵器、
土師器の一部には変形の叩き目が
施されているものがある。これら
は地域の自由な発想で作られたも
のか、 あまり類例がないので解明
は進んでいない。

格子叩き目の土器

格子叩き自のある燥;屍須恵、器鉢

変形たたき目のある器 (芝崎遺跡)



, ,':, , I司i'!"I・・E・・・・・・・E
\.: 1'刊遁圃・・

③ へんな形の器
奈良時代後半期に変な

形の器がある。手提ねで

成形し 、 本体に対して大
きな台をつけた杯形土器

台付き杯 (芝崎遺跡) 、 '，:，;f';~ で、中 島遺跡と新台遺跡
とで似たものが出土して
いる。何か特別な用途が

e 
台付き杯(新台遺跡) あったと思われる。

古墳時代の遺跡からは、た まに
作 1) 方が粗雑な小型の土器が出る。
これを手控ね土器と言って 、 祭最E
に使われたものと理解されている。

④ 灯芯痕のある器
奈良時代から平安時代の杯には 、
たびたびロ縁に黒いタール状のも
のが、 縦に伸びるようについてい
るものがある。これは灯明具の灯

手担ね土器 (城山遺跡) 芯痕と思われるが、あ る特定の遺
構から集中して出る傾向がある。

灯芯痕のある杯 (芝崎遺跡)

灯芯痕のある坪 (新台遺跡)

41 



おわりに

古代(古境時代から平安時代)の器(土器 土師器 ・ 須恵器 ・ 陶器)など
には、ほとんど文様はなくなり、実用一辺倒となったように思われてきた。
しかし、この時代の器をよく見ると、形の変化はもちろんであるが、色彩や
仕上げ方が様々である事が分かる。毎年、多くの遺跡発掘調査報告書が刊行
されるが、それに載る器の写真はモノクロがほとんどで、色彩についての情
報は伝わらない事が多かった。しかし 、 この色彩こそが形だけでは語れない
もう一つの大きな情報をはらんでいる事が、 器を色彩からの観点で見ると分
かってきた。ここでは本のさわけに過ぎないが、 これを機会に古代の器を見
直して行ければと思う。
本図録の執筆、 編集 は横芝光町教育委員会社会文化課町民ギャラリー担当
道淳明があたった。内容についての文責は道 J華に帰す。
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